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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 Systemic lupus erythematosus（SLE）は，腎障害を来

たし尿毒症で死亡することが多い膠原病の中の代表的疾

患である．近年，早期診断が可能となり，治療の改善も

あいまって長期生存例が増加しつつある．SLE類似病

変を自然発生するNZB／NZW FユmOUSeにおいて，多角

的研究が行なわれつつあるが，純系でないヒトに発生す

るSLEの病態解明には」直接ヒトでの研究が不可欠で

ある．そこで著老は，SエEの腎障害について，腎組織

所見と尿蛋白，腎機能との関連性，10年にわたる経過観

察症例での尿蛋白・腎機能の推移，さらに治療・予後に

ついて総合的に検討を行なった．

 研究方法

 1969年～1979年の10年間にARA診断基準をみたし

SLEと診断した患者で，当教室にて経過観察を行なって

いる44症例で，内腎生検施行26例（34検体）と腎生検未

施行の18例を対象とした．2回以上腎生検を行なったも

のは5例である．男2例，女42例で，尿蛋白に関し2群

に大別した．i群は，発病当初より尿蛋白陰性であるも

の，またはsteroid剤使用にて6カ月以内に尿蛋白消失

したものとした．∬群は，発病当初より尿蛋白陽性で，

steroid剤使用にても持続性蛋白尿を示すものとした．

腎生検は2例のみがsteroid剤使用前で，他の24例は

steroid剤開始後2週間より10年にわたる期間中に施行し

た．腎組織は，光顕はPiraniらのhist・logic activity

をもとにしたDonad五〇らのact量vity score（A．S．）を

模し，組織の活動性を評価した．電顕では，Dillardら

の方法を用い，沈着部位を上皮下・基底膜内・内皮下・

mesa㎎iumとに分け，沈着物の量でscoringした．蛍光

は，免疫globulin・補体成分について沈着様式と強度を

みた．

 成績

 1） 10年間の経過観察中，1群25例，皿群19例で，5

年以上経過観察した11例中1群73％，H群27％であっ

た．1群では10年に及ぶ例でも腎機能低下はなく，丑群

では5年以内に3例（16％）が血液透析または死亡して

いる．症状では，1群で皮膚症状（顔面紅斑・Raynaud

症状・日光過敏・脱毛など）が高率におこった．

 2）腎生検時の尿蛋白の程度とんS・とは有意の相関

がえられた．また，A・S・の低いもので尿蛋白多量のもの

は，糸球体基底膜肥厚例であった．腎機能（Ccreaの

とA・S・とは相関性が稀薄であった．

 3）光顕のA・S・と電顕沈着部位と量とは，内皮下・

mesa㎎ium沈着において有意な相関があった．上皮下

沈着とA・S・との相関性はないが，尿蛋白の比較的多量

のものがみられた．

 4）蛍光沈着様式では，mesangium沈着を示すもの

は，尿蛋白陰性のことが多く，光顕ではmin量malに近

い変化であるが，電顕ではmesang加皿に沈着をみとめ

た．糸球体基底膜にgranularの沈着をみるものは，尿

蛋白持続の傾向がみられた．免疫globulin IgG単独に

比べ，IgGとIgM共沈着を認める方が， A・S・は高い

傾向が認められた．

 5）経過を追って腎生検を行なうと，治療にてA・S。
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の低下がみられ，硝子化糸球体が目立つた．電顕でも，

内皮下沈着は消失し，上皮下沈着物は，基底膜の新生を

伴い粗となり，蛇行が著しかった．同時に，蛍光沈着は
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減少すなわち消失傾向がみられ，尿蛋白も減少傾向がみ

られた．一方，A・S・が増悪し，尿蛋白が増加した例で

は逆の所見がみられた．

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，ループス腎炎について，蛋白尿，腎機能を主とする臨床所見と，生検組織による光顕，

電顕像，ならびに蛍光所見とを詳細に対比，検討し，本症の治療，予後に新らしい視点を与えたもの

で，学術上価値ある論文をみとめる．
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